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はじめに
　この世界には私たちの想像を遥かに超えた驚きの生命が存在する。その生命に出会うことで
私たちの日常の思考は揺り動かされ、思考の枠が外れ、自由な発想を生み出す根源に触れるこ
とになる。微小貝は私たちにその驚きを与えてくれる生命の一つである。通常、貝殻といえば
サザエやアサリくらいの大きさのものを思い浮かべる。ところが、微小貝は大きいものでゴマ
粒ほど、１ミリやそれ以下のものもある。こんなに小さくても成貝である。しかもその形や殻
表面の彫刻（彫り込まれたような模様）には目を見張るものがある。「細部に神が宿り給う」
という言葉を目で見るようである。自然教育においてはこのような驚きを感じるものとの出会
いが大切であると考える。どんなに小さくともそこには生命の尊厳を感じずにはいられない。
微小貝に存在の厳格性を見出す時、この世界を構成する生命の尊厳性とその働きを仏像という
尊格で表現した曼荼羅を想起させる。曼荼羅における一つひとつの尊格（仏）は、この世界に
置き換えると具体的で多様な生命そのものであるから、そこに微小貝を一つひとつ当てはめて
構成すれば、「微小貝曼荼羅」が出来ることになる。このような発想の元に、以下に述べるよ
うな「微小貝曼荼羅」の図とその解説を試みた。
図１　微小貝の殻表面の様々な彫刻（図中のスケールはすべて１㎜）
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１．自然教育における微小貝曼荼羅の意義
　微小貝の自然教育における位置づけに関しては、すでに「微小貝の自然教育的研究」（2011）
にその構想を論じた。また、筆者の提唱する自然教育に関しては、「日本的自然観に基づく自
然教育の構想」（2010）、「いのちを学ぶ自然教育思想の考察」（2008）、「いのちの教育としての
自然観察」（2005）等で詳しく述べた。本稿はこれらの視点の延長上にあり、自然を学ぶこと
が自分自身の生き方に直結することを目指している。一般的な自然教育が自然を対象化し自然
についての知見を学ぶのに対して、本稿で述べる自然教育は、自然から我々の在り方や生き方
を学ぶことに重点を置いている。つまり、自然を師として私たち自身が自然と融合し一体化し
ていくあり方を探究することである。言わば、武術が武道に、剣術が剣道に、柔術が柔道に、
活け花が華道に、茶の湯が茶道にそれぞれ生き方を学ぶ道へと進化発展して来たように、自然
教育も自然学習から自然道へと進化させていくことが重要であると考える。その具体的な方途
として本稿において曼荼羅と微小貝を融合させることを試みた。
　この世界の森羅万象は、無秩序で混沌としたものではなく、そこには厳然とした法則性が貫
かれ整然とした秩序と調和が保たれている。この大調和の世界の在り様を図像で表現したもの
が曼荼羅である。小峰は「曼荼羅の見方」（2009）において「曼荼羅的思考」という言葉を用
いて曼荼羅に「全体的な視点から個々の人々を教導する有効な思考が秘められている」ことを
述べている。微小貝という取るに足りない微細な存在も、この曼荼羅的思考でとらえるならば
他のどんなものにも遜色なく、個々が輝いて見えてくるのである。さらに続けて「曼荼羅に描
かれる仏・菩薩・明王・天などの多種多様な尊格は、そのすべてが大日如来の意志を体し整然
と自分の役目を担った形で表現されています。つまり曼荼羅上の尊格は個々に主張が異なって
いながら、全体としては一糸乱れず調和しているのです。すなわち個性を明確に表現しながら
も、見事に全体の調和がとられている。」と述べている。この内容は正に自然界における微小
貝の存在を位置づけるに足るものである。曼荼羅における各尊格を微小貝に置き換えることは
決して不遜なことではなく、自然界の中のどんな小さな命でもそこには仏の命が輝いているこ
とを自覚すれば、それが微小貝という具体的に顕現しているものに置き換わっても何ら違和感
を感じることはない。むしろ各尊格という表現こそ抽象的であり象徴的であって、この世界に
おいては個々の具体的な生命そのものなのである。
　胎蔵曼荼羅・金剛界曼荼羅の両部曼荼羅の内、本稿で取り上げた曼荼羅は、金剛界曼荼羅で
九会曼荼羅ともいわれ、大日如来の悟りの内容を九つの会に分けて表現されている。その中で
も本稿では、微細会、供養会、三昧耶会の三つを捉えてそれぞれの世界が意味する内容に応じ
て、自然教育の視点から微小貝を位置づけ解釈を施したものを「微小貝曼荼羅」として表現し
た。そもそも曼荼羅は大日如来の化身としての各尊格がそれぞれの働きに応じて展開する世界
の表現である。自然界を見つめれば、それぞれの生命が各々の場を得てそれぞれの役割を果た
すことによって自然界全体が成り立っている。曼荼羅はその真実を各尊格によって絶妙に表現
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したものである。つまり、曼荼羅の各尊格は自然界の各生命であり、微小貝の世界に置き換え
れば、自然界で各種類ごとに果たす役割が全体の中で位置付けられればそれはおのずと曼荼羅
の世界を構成することになる。各尊格＝各生命＝各微小貝となり、自然全体の多様な生物にお
いても曼荼羅が成り立つと共に、微小貝の様な微細な世界においても同じように曼荼羅が成立
するのである。生態学的にはミクロハビタットを呼ばれる微細な世界が成り立ってこそ、さら
に大きな巨視的な世界も成立し得るのである。
　曼荼羅はその各尊格が固定的に図の各位置に納まっているようなものではなく、ダイナミッ
クに相互に行き来することを前提として表現されている。この点について、頼富は「マンダラ
講話」（1996）において曼荼羅の特色を挙げている。要約すれば、場所性（空間性）、複数性（多
様性）、中心性、調和性、流動性、交替性、全体性であるが、これらの特徴は正に自然界の成
り立ちそのものであると同時に、微小貝の世界にもそのまま通じることである。以下に示す微
小貝曼荼羅の図中の各微小貝は、その位置に固定的に留まることを示したものではなく、相互
に入れ替わり、ダイナミックに変動し得ることを前提にひとまず配置したものである。つまり、
配置された位置が重要なのではなく、実際的にはそれぞれの微小貝が生活の場を持ち、そこで
は個々のその種類にしか果たすことのできない役割を担っていることを曼荼羅という世界の表
現形式に乗っ取って表したものである。
２．微小貝曼荼羅が表現する自然観
　そもそも微小貝曼荼羅は、微小貝を通して自然界の在り方を看取し、その世界観で自己の生
命をも照らし出し、生き方にまで結び付けようとするのが狙いである。微小貝曼荼羅の「微細
会」では小さな世界にもそれぞれの命が輝いていることに気付き、「供養会」では生命を敬い、
慈しみ、感謝することの重要性を自覚し、「三昧耶会」では当位即妙（全ての生命はありのま
まで真理に適っていること）への目覚めに導くことを試みた。微小貝という忘れられた存在か
ら、このような曼荼羅的思考を通して多面的で健全な自然観の構築へと窓を開く具体的手法が
この微小貝曼荼羅である。
　図に配置された微小貝一つひとつが多様性な生命の存在を表現している。位置関係は、本来
的には自然界における生態学的地位を表すが、ここではそれらの順位や高低を表すのではなく
各位が独自の働きを持って存在していることのみを表現している。海中では多様な微小貝がそ
の働きに応じて空間を棲み分けている。また、微小なものほど狭食性が強く、生態的な働きも
より専門化している。死んだ小魚を集中的に食べるもの、ある海藻のみを食するもの、など各々
の役柄を持った微小貝がそれぞれの働きにおいて活躍することで全体的なバランスが取れてい
る世界である。それらは互いに競争し合う必要はなく、時間的空間的な棲み分けによって互い
に調和しつつ相互に補い合い、助け合っている。このようなあり方こそ曼荼羅が表現している
この世界の存在様式そのものであり、微小貝の世界が曼荼羅の世界と重なり合う所以である。
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図２　微小貝曼荼羅（微細会の具現化）
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（１）微小貝曼荼羅（金剛界曼荼羅　微細会の具現化）──図２の解説
　この図の主題は「世界は小さなものに支えられている」ことと「微小貝一つひとつにも自然
の英知が輝いている」ことである。
①　形の多様性は機能の多様性
　自然界は実に多種多様な生命によって成り立っている。森にも海にも、草原にも川にも、あ
りとあらゆる所に多様な生物が生息している。各々の生物はそれぞれの場で命の糧を得て繁殖
し、他種との関係を保ちながら、自然界全体の中で調和的な位置を得て暮らしている。この生
命の多様性にどんな意味があるのだろうか。自然界における形の違いは、そのまま働きの違い
でもある。この世界全体を成り立たせるためには多様な働きが必要なのだ。生物の多様性は、
自然界の中の機能の多様性そのものなのである。
　浜辺には多くの人が見過ごしている微小な貝類の世界がある。大きさは数ミリの貝だがこれ
で成長し切った大人の貝（成貝）で、これ以上は大きくならない。目を凝らしてようやく砂粒
と貝とが識別できるくらいの微小なものである。この微小貝を詳しく観察すれば、大型の貝類
に優るとも劣らない繊細で美しい形質を持ち、一つひとつが個性的で自然の妙を感じることが
できる。こんなにも小さな貝類が海の中でそれぞれの役割を果たしているのである。一つひと
つの大きさは小さくとも、量的に多いので自然界の中では重要な働きをしている。小さな働き
も結集すれば大きな働きとなる。
　生態学でいうバイオマス（生物体の量）によれば、世界中の人（人口約69億人）の体重の合
計と、世界中のアリの体重の合計を比べると、なんとアリの体重の合計の方が重いそうである。
この論によれば、世界中のクジラの体重の総和と、プランクトンすべての重量とを比較すれば、
プランクトンの方が重いはずである。アリもプランクトンも微小貝も、小さいからといって看
過できない存在なのである。
②　微細なものの中にも英知が輝く
　まど・みちおさんの次の詩には、小さなものの存在の重要性が見事に表現されている。
『「ノミ」　すばらしいことが　あるもんだ
ノミが　　ノミだったとは　
ゾウではなかったとは』
　「微小貝曼荼羅」の図は金剛界曼荼羅の中の微細会に重ね合わせて、微小貝の多様な世界を
表現したものである。どんな微細なものにも仏の智慧が隅々まで行き渡っていることを表現し
た微細会を具体的に示してみると、例えば微小貝の世界の展開となる。一種類ごとに見事なま
でに独自性のある殻を持っているということは、そのまま自然界において種類ごとに異なった
役割を果たしているということである。この微小なるものの奥に秘められた偉大なる力を深く
感じることで、自分自身が浄化され、本来的なあり方に返り、おのずからなる生き方（自然体）
を顕現することのできる力が与えられるものと信じる。
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図３　微小貝曼荼羅（供養会の具現化）
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（２）微小貝曼荼羅（金剛界曼荼羅　供養会の具現化）──図３の解説
　この図の主題は「供養とは敬い、慈しみ、感謝すること」と「供養する心は全てのものに絶
対的な存在価値を観る」ことである。
①　供養の心は感謝の心
　全ての生命はある限られた時間と空間において、それぞれに与えられた役割を果たして消え
ていく。それら多くの生命によって今の自分という生命が存在している。そのことに気付くと
おのずから消えていった生命に対する畏敬の念が生まれ、それらの生命を慈しみ、その生命の
生前の働きに対して感謝の心が湧いてくるものである。このように生命を「敬い、慈しみ、感
謝する」心を表すことが供養することである。
②　全てのものが相互供養している
　金剛界曼荼羅の中の供養会は、諸仏が一切の生きとし生けるものに対して供養すると共に、
諸仏が相互に供養し合うことで、供養を媒体として周りのすべてのものに繋がりをもつ世界を
表現している。自然界も全ての生命が互いに深く結び付き、相互に依存し支え合っている。つ
まり、自然は全てのものが互いに供養し合っている世界なのである。
③　日本では様々なものを供養する伝統がある
　古来より草木供養、虫供養、鯛供養、鯨供養、人形供養、針供養、筆供養などの行事が全国
各地で行われ、ありとあらゆるものが供養されてきた。それは日本人の生命に対する慈しみや
畏敬の念、物に対する感謝の心の現れそのものである。
④　微小貝の供養を通して全てのものに対する供養の心が育まれる
　自然界は広大無辺である。私たちの見えない世界で私たちの知らない大切な役割を果たして
いる生命が存在する。海辺で微小貝を拾うことは、その存在に気付くと共に、そのまま放置さ
れると海の藻屑となってしまうものに新たな価値を与えることである。この行為は打ち捨てら
れた微小貝に敬意を表し、その存在と働きの重要性を認識して感謝の心をもって慈しむことで
あり、正に「貝供養」そのものとなる。微小貝への供養の心は自然界のすべての生命、全ての
存在に対する供養の心を育むことに繋がるのである。
⑤　供養の心は「和敬清寂」の心に通じる
　供養の心とは、まずは全てのものが深く結びついて存在していることを再認識し、和するこ
とである（和）。そしてあらゆるものの存在価値に対して畏敬することであり（敬）、さらに素
直で清らかな心から全ての生命に対する感謝の心が生まれ（清）、やがては全ての生命は一体
であるという大安心の境地つまり絶対的な心境（寂）へと導かれていく。供養することで「和
敬清寂」の心がおのずから体得され、それを日々の生活において体現することができるのであ
る。
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図４　微小貝曼荼羅（三昧耶会の具現化）
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（３）微小貝曼荼羅（金剛界曼荼羅　三昧耶会の具現化）──図４の解説
　この図の主題は「当位即妙：全ての生命はありのままで真理に適っていて平等である」こと
と「生命の美しさや不思議さに驚き『当位即妙』に目覚めよう！」である。
①　「当位即妙」全てのものはそのままで妙！
　一般的に「当意
4
即妙」は、「即座に場に適った機転を利かせること」の意味に使われる。
　しかし、その原義は仏教語の「当位
4
即妙」で、「あらゆるものがそのありのままで真理に適っ
ている」という深い意味をもつ言葉である。自然界の姿そのものが「妙」であり、「微妙（みみょ
う）」「無上甚深微妙」（この上もなく深遠で優れていること）であり、「玄妙」（幽玄で微妙な
こと）である。すべての生命は当位即妙であり、そのままあるがままで完成された調和的姿を
成している。故に、全ての生命は平等である。ここでいう平等とは、優劣美醜善悪という相対
的な価値を超越した絶対的な価値を指し、全ての生命は等価値であるとの意味である。生命は
各々の役割に応じて多様性を成しながら個々の働きを果たしている。その個々の働きによって
全体が生きるということは、その働きは多様であっても等価値である。
　全てのものはそれぞれの位相においてその使命や役割を果たすように位置づいており、各位
各場所で光り輝いて妙を多様に表現している。
②　驚きがまなざしを変える
　金剛界曼荼羅の三昧耶会の「三昧耶」とは「平等・本誓・驚覚」の意味である。驚覚という
意味が含まれていることが大変興味深い。驚覚とは「驚きを与えることにより衆生を目覚めさ
せること」である。驚くということは心が大きく揺れ動くことであり、それが大きな刺激となっ
て何かにはたと気づくことに繋がる。今まで全く気にも止めていなかったことや思いも寄らな
かったことに目が向き何かに目覚める。人の心を転換するにはこのような出会いが必要なのだ。
驚きには正にまなざしを変える力があるのである。
　驚きや感動は、心の晴れの状態つまり特別な状況を引き起こし、新たな目覚めへと導くので
ある。今まで何も見えなかったところに一筋の光明を見出すことである。また、驚きはすべて
の学問の元となり、出発点でもある。驚くということは、それに圧倒され感服し傾倒すること
となる。さらにはそこに不思議を感じ、疑問を深め探究活動へとおのずと導かれていく。驚き
や感動は「行」や「動」へと繋がる導火線のようなものである。
　三昧耶会は、成身会の諸尊の働きを仏が所持する仏具という具体物で象徴化して表現されて
おり、人間と仏とが交感することを教える場所とされる。人と自然が具体物を通して交感する、
ここではそれを微小貝として展開し具現化して表現している。
③　「妙即美」美は心を浄化する
　自然美は調和の美であり、人々に感動と安らぎを与え、心を浄化する働きがある。そして美
妙なる自然は、知らず知らずの内に私たちを「和敬清寂」の心境へと導いてくれる。
　微小貝の美は正に微妙であり美妙である。よく見れば見るほど小さな世界に「当位即妙」を
見事に感じさせてくれると共に「驚覚」をもって世界へのまなざしを昇華してくれる。
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３．ミクロハビタットの重要性への気付きを開く微小貝
　私たちが世界を見る視点は、自分の生活のスケールに限定されがちで、よほど意識して見な
いとマクロの世界もミクロの世界も見落としてしまう。特にミクロの世界は過小評価されて軽
視される傾向が強い。微細な生物が生きる微環境を「微小生息場所（ミクロハビタット）」と
して認識することによって、私たちの目で見えている自然界がそれらミクロハビタットという
微細な基盤の上に成立していることに気付くはずである。マクロもミクロも世界の展開の仕方
はそのスケールの違いであって構造や機能は極めて類似している。それは幾何学の概念である
「フラクタル（図形の部分と全体が自己相似形になっている）」や「入れ子（同様の形状の大き
さの異なる容器などを順に中に入れたもの）」のような構成であり、部分は全体を表現している。
かつてファーブルが昆虫記の中で述べた「極小は極大の祖である」「極小は極大を含む」とい
うことにも通じる。このようにマクロの世界はミクロの世界と極めて共通性が高く、両者が密
接に深く関係し連続して機能しているのが自然界である。
　以上のことを強く認識させてくれる窓を開くのが微小貝の世界である。形は微小でも普通の
大きさの貝類の形状や生態と類似し、微細な中に同様の世界が展開している。むしろ私たちの
目には、その多様性や形状の豊かさを一目で認識することができる利点がある。そもそも曼荼
羅は、この世界の多様な働きを多くの尊格によって微に入り細にわたって表現し、大日如来の
絶妙性を明確に打ち出している。微小貝はその具体的な姿を掌の上で認識することのできる極
めて優れた素材となり得るものである。現在の日本では多くの自然海岸が失われ人工海岸へと
変貌を遂げつつある。日本は島国であり海の国であるにもかかわらず、多くの子どもたちは微
小貝の世界が海水浴をしているその足元で展開していることすら気付くことなく砂浜自体が消
えつつあるのである。それは日本の森林にも里山にも言えることであり、また多くの河川や池
沼にも当てはまることである。このような状況を食い止め、より豊かな自然環境を維持してい
くためには、多くの子ども達がミクロハビタットに目を向け関心を示していくことが何よりも
重要であると考える。人間関係においても無関心であることが最も相手を傷つけることになる
ように、自然と人との関係も無関心であることが最も罪であり、無意識のうちに微細な世界を
潰していても何の罪の意識もなく破壊し尽くしてしまう恐れまであることになる。自然界への
細やかな気付きを深め、多くの生命によって私という生命が維持され生かされているという自
覚の深まりが、今こそ環境教育や生命の教育において求められているのである。
★　本稿に掲載した微小貝曼荼羅の細密画はすべて原図で菅井茂樹によるものである。
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